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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第1回法人研修について
日時：Ｈ28年6月6日(月)、6月7日(火)　17:30～18:30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　テーマ：接遇について(家族・電話対応)

講師：接遇向上委員会委員長　田端　公子

各自、当日の出欠予定の記入をすること。また、今回の研修の後にビデオ研修を実施する為、当日参加できない方はビデオ研修へ参加すること。

日時：6月8日(水)　6月9日（木）17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール

・第1回昇格試験について

日程：5月31日（火）～6月2日(木)　3日間

場所：メンタルケア病棟3階会議室　時間：17：30～18：30（60分）

申込期限：5月23日（月）～5月27日（金）PM17：00まで

試験対象：中級試験受験資格者　

対象者は受験日程を確認し、申し込みを行うこと。

・職員第一駐車場で不審者の情報がある。引き続き施錠に気をつけ、車内に貴重品は置かないようにすること。

・5月31日（火）までに各担当利用者様分の生年月日を、6月10日(金)までに各担当利用者様情報を所定フォルダに全て入力し、終了後小嶋SGMまで報告をすること。対象者に関しては経過も作成すること。

・6月1日（水）八戸短期大学の看護学生が5名実習予定。

・6月2日（木）千葉学園の看護学生が6名実習予定。

・月報は6月2日（木）17：00まで提出すること。
・6月3日(金)までに行動観察メモを提出すること。

・6月21日(火)点検のため、14：00～15：00停電。入浴をいつ行うか確認する事。
・6月10日（金）までに5月分の経過録を提出する事。出来次第小嶋SGMまで報告をする
事。今月の退所者の経過録も作成、提出をする事。
・疾患別治療計画書の担当者と作成者は別の為、作成する際には注意する事。
・6月6日（月）16：00～プログラム検討会実施。対象者は参加する事。
・日誌の記載方法について、訪問看護利用等で青陽館に来所しない日は[×]ではなく[－]で記載する事。
＜利用者様情報＞
・下村　英三郎様～本日体験利用中。要介護度2。疾患名はアルコール依存症。段差は杖で昇降可能だが、ヘルニアがあり自身の車椅子を使用し移動している。余暇時間は将棋や麻雀を行い過ごしている。正式利用の際は栄養指導やアルコール依存症のプログラムも取り入れていきたい。外来受診が1月に1回のペースであり、外来受診後にデイケア利用予定。来所時は自宅への送迎を希望している。移動手段については介護保険サービスが利用可能であることを本人に説明する予定。
・田名部　一樹様～来所時特定利用者に以前デイケアに居たメンバーについての不満を話している為介入をしている。振り返りを行った際、「興奮すると色々言ってしまう」と不満を話し過ぎてしまったと自覚あり。言ってしまった後に反省することがあるとの事で、職員より話し過ぎてしまった際は謝罪をする事を提案している。それに対し「やってみます」と答えている。また家族について尋ねると、「父親は普通だが、母親は過保護だ。」と話しており、就労へのステップアップを妨げている理由としていることが窺える。
・青木　紀子　様～月曜日に作業所に行った際に男性利用者からセクハラを受けたと相談している。本日作業所利用日であるが、何かあった際は作業所の職員に相談をする事、体調不良や不調を感じた際は早退をする事、青陽館に連絡をする事としている。セクハラについては「ぼーっとしていたり、隙があると言われた事もあるから自分にも非があるとは思うけれど、気持ち悪い。」と怒りの感情がある様子が窺える。最近、不審者の件もあり眠れないことが増えており、精神的にも不安定な様子が窺える為、身体症状、精神症状の観察をしていき、本人から相談があった際には適宜対応していく。
・繁名　和恵　様～前日誤薬あるが、当直医の指示を仰ぎ体調不良の連絡はなし。本日は訪問看護利用日であり来所はしていない。
・倉橋　生子　様～前日夕食準備時、特定の利用者が勘違いをした事に対し「あんだ何しに来てんの！」と強い口調で話すことがある。青風荘帰荘後巣タフが振り返りを行うも｢覚えていない｣と話していた。その後も声高さ、多弁さがあると情報提供あり。本日来所後は穏やかに過ごしていたが、昼食前に特定利用者が青風荘職員と談笑していたところ、会話に割り込んでくる事や、本人に聞こえるように「何そったに笑って。」「笑い方が気持ち悪い。」と話す様子や、メガネケースを閉める際に大きな音を立てるなど行動の荒さが見られている。行う。感情の起伏が激しい様子がある為、精神症状の観察を引き続き行っていく。
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供あり。帰荘後「ダメ。」と言っているとの事。また、喫煙後にライターを返却し忘れており職員が確認するが「返した。」と話している。その後、喫煙室にライターが置きっぱなしになっている事に気付き、返却しているとの事。青陽館では｢ダメ。｣と言うことはなく、プログラムへの拒否もなく参加している。精神症状の観察をしていく。煙草についてもライターの返却忘れがないか等確認を行ない対応していく。
・倉石　ヨシエ様～本日午前中の運動プログラム後に、衣類調整の為職員が声掛けを行うと「神様が衣類を全部持って行って返してくれない。」と神様発言あり。表情に険しさはなく、プログラムへの参加も拒否なく、落ち着いて過ごしている。
カンファレンスシート（　植村　啓祐　様　）

実施日：H28年5月26日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：赤坂、工藤
参加者：小嶋、慶長、馬場、藤田、石渡、赤坂

検討内容　

	氏名
	植村　啓祐　様
	性別
	男
	年齢
	31
	生年月日
	S59.12.26

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り､自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ就労したい。

	家族希望
	引きこもりから脱してほしい。いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.10.8～現在（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：八戸市にて祖父母宅で生活。近隣にて母親･次妹が生活しており､母親が頻回に行き来している。

家族状況：主援助者は母親で､治療に協力的。障害に対して否定的な感情が強く､｢手帳を取ったり､障害者雇用で働いたりすることで､本人の履歴に書かれるのが不安（いずれ一般就労する際に）｣等と話している。本人が引きこもった生活をしていることを心配しており､いずれ就労してもらいたいと感じている。
	家族構成














	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①自ら他者へ挨拶することが出来る。
	①他者より声をかけられた際､交流することが出来る。
	①職員より声をかけられた際､自分の気持ちを伝えることが出来る。
	①来所時等､他利用者や職員へ自ら挨拶するよう心掛ける。職員は､挨拶や体調確認､日常会話等を頻回に行い､また､他利用者と交流出来るような場をプログラム等でセッティングして､本人に負担がない程度で交流機会が増やせるよう支援する。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし､就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中､プログラムへ欠席なく参加し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き､デイケアを遅刻･欠席なく利用し､プログラムへ参加する。職員は､本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い､対処方法を共に検討。また､本人のタイミングで利用日数を徐々に増やせるよう面談を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①職員より声をかけられた際､自分の気持ちを伝えることが出来る。
	対人緊張が強く､他者と交流することが苦手。

他者と交流することがほとんどなく､一人で過ごしており､職員より話し掛けられて交流することが殆どである。自ら訴えることはないものの､職員より声をかけると､自分の気持ち等を表現することが出来ている為、短期目標は達成できていると考えられる。
	中期目標に対し、他者に声を掛けてもらう前に、職員に自分から声をかけられるようになるほうが段階として適切と考えられる為、自ら職員へ話し掛ける意識付け、職員に話しやすい環境調整が必要と考え、短期目標を一部変更する。

	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	現在のところ､遅刻･欠席することなくデイケアへ来所している。

体力に関して、運動プログラムへは参加している。今後、本人のニーズを確認していく。

就労支援プログラムへは遅れることや居眠り等なく参加することが出来ている。スタッフから質問されると、自身の考えを話せている。自分から話すことは少ない。
	本人の病状や意思､体力等を確認しつつ、就労に向けた支援が行えるよう､生活リズム安定や体力向上が必要と考え、計画を継続。

就労に向けて、活動性の向上や、就労の方向性など本人の希望を確認していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①自ら他者へ挨拶することが出来る。
	①他者より声をかけられた際､交流することが出来る。
	①自分から職員へ、挨拶をすることや自分の気持ちを伝えることが出来る。
	①来所時等､他利用者や職員へ自ら挨拶するよう心掛ける。職員は､挨拶や体調確認､日常会話等を頻回に行い､また､他利用者と交流出来るような場をプログラム等でセッティングして､本人に負担がない程度で交流機会が増やせるよう支援する。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし､就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中､プログラムへ欠席なく参加し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き､デイケアを遅刻･欠席なく利用し､プログラムへ参加する。職員は､本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い､対処方法を共に検討。また､本人のタイミングで利用日数を徐々に増やせるよう面談を行う。


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ

